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OMIC Food Safety Newsletter No. 569 Dec 9, 2022 
日本の食品安全情報をタイムリーに日本語とタイ語で解説するニュースレターです。 

=========================================================================================== 
★ 今週のトピックス（日本の厚生労働省からの情報） 
1. 最近の検査命令における追加実施項目                                    (2022 年 11 月下旬) 

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

11/22 

中国産 

赤とうがらし及び 

落花生を含む食品 

総アフラトキシン 強化 
https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001015368.pdf 

基準値 10 µg/kg – ppb 

11/22 

ハンガリー産 

ピスタチオナッツ 

を含む食品 

総アフラトキシン 強化 
https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001015368.pdf 

基準値 10 µg/kg – ppb 

11/29 

フランス産 

アーモンド及びごま

の種子を含む食品 

総アフラトキシン 強化 
https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001017784.pdf 

基準値 10 µg/kg – ppb 

11/29 

リトアニア産 

ピスタチオナッツ 

を含む食品 

総アフラトキシン 強化 
https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001017784.pdf 

基準値 10 µg/kg – ppb 

※検査対象条件等詳細につきましては、参照 URL をご確認ください。  
2. モニタリング検査の追加(違反による強化または検査命令解除による引下げ：検査頻度 30％) 

                          (2022 年 11 月下旬) 

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

11/24 
韓国産 

わけぎ 
エトフェンプロックス 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001016009.pdf 

基準値 0.01 mg/kg – ppm 

11/29 
ベトナム産 

青とうがらし 
プロピコナゾール 引下げ 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001017700.pdf 

基準値 0.01 mg/kg – ppm 

※検査対象条件等詳細につきましては、参照 URL をご確認ください。  
★ RASFFマンスリーレポート 

EU におけるタイ産品の違反状況                                        (2022 年 11 月下旬) 
日付 届出国 届出理由 通知タイプ 

11/22 デンマーク 生鮮ロンコンからトリアゾホスの検出 
information notification 

for attention 

11/30 フランス 魚からマラカイトグリーンの検出 
border rejection 

notification  
★ パー及びポリフルオロアルキル化合物（PFAS）【世界保健機関からの情報】 
世界保健機関（WHO）はパーフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）とパーフルオロオクタン酸（PFOA）

を中心とするパー及びポリフルオロアルキル化合物（PFAS）に対する飲料水水質ガイドライン（GDWQ）

の更新を検討しています。現在、背景文書案を公開中で（コメント募集は終了）、暫定ガイドライン値

（pGV）として PFOS 及び PFAS に対して個別の pGV として 0.1µg/L、総 PFAS に対しては複合 pGV として

0.5µg/L が提案されています。これまで飲料水中の PFAS について WHO のガイドライン値は示されてい

ませんでした。そのため現状では、各国でそれぞれ異なった指標値が設定されています。今回提示され

た暫定ガイドライン値は、日本の水質管理目標の目標値（暫定：PFOS と PFOA の合算値として 50ng/L）

よりも高い値です。今後、寄せられた意見を反映して、どのような最終版となるのか注目されます。 

※詳細は下記 URL を御覧下さい。 
https://cdn.who.int/media/docs/default-source/wash-documents/wash-chemicals/pfos-pfoa-gdwq-bd-working-draft-for-public-review-

29.9.22.pdf?sfvrsn=eac28c23_3  
※次号の OMIC Food Safety Newsletter No.570 の発行は、2022 年 12 月 23 日とさせて頂きます。 
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